
道具の美しさ

岩淵清隆さん（昭和 22年生　柳津町）

「スタートが遅いから、道具を工夫して早く追い付きたい」。

マタタビ細工を、というより、それをキレイに素早く作るための道具作りを模索する。

20歳から 65歳まで、牛の爪を切る牛
ぎゅうさく

削蹄
てい し

師をしていた。

若い頃から何度も全国大会で入賞し、東北地域の技術指導員、晩年は会津で唯一の

技師として活躍をされていた。現在は息子さんが跡を継いでいる。

8～ 10か月で肥育農家に引き取られ、肉牛として出荷されるまでの 1年半～ 2年

の間、平均 2回爪を切る。中には人でいう巻き爪や外反母趾のような、癖のある爪

をした牛もいる。

大きく見たら “ お肉 ” の牛も、1頭 1頭健康状態に差があり、その成長に影響を与

える。

「自分の仕事は、常に足元を見る仕事」。

爪切りのために、まずは牛の歩
ほ

様
よう

（牛の歩き方）を見る。

左右前後のバランスが崩れていたり、足を引きずっていたりするものもいる。

歩き方を見れば、大体その牛の状態がわかる。

職業柄、無意識に人の歩き方で健康状態を推測してしまうこともあるそうだ。

数の限られた専門技師だったので、休む暇がない程忙しく、全国から呼ばれて働い

ていた。

その中で、いかに迅速に効率的に丁寧な仕事をするかの鍵が、道具の工夫だった。

「売り物をそのまま使うのではダメ。自分に一番合った使い勝手と機能美を追求し

て、道具が最高の能力を出すための加工をする」。

岩淵さんが生み出した道具は、大会に出るたびに同業者が真似して作り、いつの間

にか技師の一般工具になっていったものもある。

「一芸は万芸に通じる。道は違うけれど、極めるところは同じ」。

その道に入ると、必要な道具が閃いてくるそうだ。

65歳での引退を機に、仕事で通っていた金山町の名人の元でマタタビ細工を始め

た。

9年目の今年、ようやく、そこそこ自分で納得できるヒゴが作れるようになった。

マタタビ細工歴何十年の名人を隣に、限られた時間の中でいかに追いつくか必死に

なる中で、他工人が取り入れていない、キレイで素早く作るための道具作りに行き着

いた。

「教えられたままに作ることも、用意された道具で作るのも簡単だが、もっと上手

に作ることができるはず。創意工夫をしている工程が一番楽しいし、解決する道具に

到達したとき何より達成感がある」。

創意工夫が練りこまれた道具への熱意が、出来上がる作品に現れる。

道具を工夫し、試行錯誤してやっと納得できるヒゴができるようになった今年の冬

は、もしかしたら一段上がれるかもしれない。

名人たちと一緒にものづくりをすることを楽しみにしている。
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